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日
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友
重
機
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日
立
住
友
重
機
械
建
機
ク

レ
ー
ン
は
ク
レ
ー
ン
に
求
め

ら
れ
る
基
本
性
能
を
高
め
つ

つ
、
環
境
調
和
へ
の
さ
ら
な

る
配
慮
、
卓
越
し
た
輸
送

性
、
安
全
性
、
快
適
性
を
追

求
し
た
ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー

ン
「
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
　

Ｓ
Ｃ
Ｘ
１
２
０
０
―
３
」
を

開
発
し
た
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｘ
１
２
０
０
―
３
は

同
社
既
存
製
品
の
全
油
圧
式

ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン
「
Ｓ

Ｃ
Ｘ
―
２
シ
リ
ー
ズ
」
の
開

発
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
優

れ
た
作
業
性
、
操
作
性
、
快

適
性
、
安
全
性
、
輸
送
性
、

環
境
性
の
実
現
」
を
継
承
。

そ
の
上
で
拡
大
す
る
市
場
と

変
化
す
る
時
代
の
要
求
に
応

え
る
た
め
全
て
を
リ
フ
ァ
イ

ン
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
作
業
ス

タ
ッ
フ
の
ニ
ー
ズ
は
も
と
よ

り
輸
送
シ
ー
ン
、
周
辺
環
境

の
こ
と
ま
で
も
考
え
抜
き
、

顧
客
に
と
っ
て
真
に
魅
力
あ

る
次
世
代
ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ

ー
ン
を
目
指
し
、
次
の
点
に

留
意
し
開
発
を
推
進
し
た
。

　
ま
ず
、
特
定
特
殊
自
動
車

２
０
１
１
年
排
出
ガ
ス
規
制

に
適
合
。
地
球
環
境
に
さ
ら

に
や
さ
し
い
建
設
機
械
と
な

っ
た
。

　
輸
送
性
能
も
向
上
し
た
。

稼
働
台
数
も
多
く
、
走
行
条

件
で
有
利
な
２
・

幅
ト

レ
ー
ラ
ー
に
対
応
し
た
、
本

体
輸
送
幅
２
・

、
本
体

輸
送
重
量

以
下
を
実
現

し
た
。
ト
レ
ー
ラ
ー
回
送

空
ト
レ
ー
ラ
ー

時
の
走

行
条
件
緩
和

待
機
時
間
不

要

に
よ
っ
て
、
輸
送
コ
ス

ト
の
低
減
に
つ
な
が
っ
た
。

　
従
来
機
よ
り
も
８
％
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
た
定
格
ラ
イ
ン

プ
ル

ウ
イ
ン
チ
を
搭

載
。
定
格

負
荷
時
の
ラ

イ
ン
ス
ピ
ー
ド
毎
分

を

発
揮
し
、
重
作
業
や
複
合
操

作
も
余
裕
を
持
っ
て
対
応
で

き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
危
険
が
迫
る

と
音
声
で
知
ら
せ
る
ボ
イ
ス

ア
ラ
ー
ム
や
、
オ
ー
ト
ド
ラ

ム
ロ
ッ
ク
な
ど
、
好
評
の
機

能
を
採
用
。
さ
ら
に
限
ら
れ

た
空
間
の
現
場
作
業
で
万
一

の
接
触
事
故
を
防
ぐ
旋
回
制

御
装
置
、
全
方
位
の
視
界
を

向
上
さ
せ
た
窓
な
ど
、
安
全

機
能
を
充
実
さ
せ
た
。

【
開
発
者
の
声
】

　
Ｓ
Ｃ
Ｘ
１
２
０
０
―
３
は

２
０
１
１
年
排
出
ガ
ス
規
制

を
ク
リ
ア
し
た
新
世
代
ク
リ

ー
ン
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、

環
境
性
能
を
向
上
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
エ
ン
ジ
ン
を
ク
ロ

ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン
に
搭
載
す

る
た
め
に
は
ク
レ
ー
ン
に
合

わ
せ
た
エ
ン
ジ
ン
の
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
が
必
要
だ
っ
た
。
そ

こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
レ
ー

ン
作
業
を
想
定
し
て
デ
ー
タ

取
り
を
行
い
、
そ
の
デ
ー
タ

を
基
に
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー

と
と
も
に
ク
レ
ー
ン
用
エ
ン

ジ
ン
と
し
て
仕
上
げ
た
。
こ

の
エ
ン
ジ
ン
開
発
は
非
常
に

膨
大
な
時
間
と
労
力
を
費
や

し
、
開
発
に
お
い
て
苦
労
し

た
点
の
一
つ
で
あ
る
。

　
本
体
幅
２
・

を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
エ
ン
ジ
ン
を

従
来
の
左
側
か
ら
、
運
転
席

と
同
じ
右
側
に
配
置
変
更
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
油
圧
機

器
、
電
装
品
の
レ
イ
ア
ウ
ト

も
従
来
機
か
ら
大
き
く
変
更

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た

ス
イ
ン
グ
式
キ
ャ
ブ
を
採
用

し
た
こ
と
で
輸
送
性
を
向
上

し
、
ブ
ー
ム
フ
ー
ト
幅
も
拡

大
し
た
。
ブ
ー
ム
フ
ー
ト
幅

お
よ
び
ブ
ー
ム
幅
の
拡
大
、

斜
材
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
に
よ
っ

て
ブ
ー
ム
剛
性
を
向
上
さ

せ
、
今
ま
で
に
な
い
安
定
し

た
作
業
性
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
本
体
と
ク
ロ
ー
ラ
ー
サ
イ

ド
フ
レ
ー
ム
の
組
み
立
て

は
、
着
脱
が
容
易
な
フ
ッ
ク

オ
ン
＆
ピ
ン
ジ
ョ

イ
ン
ト
方
式
を
継

承
し
て
い
る
。
下

部
ブ
ー
ム
に
は
最

大
重
量
物
で
あ
る

サ
イ
ド
フ
レ
ー
ム

を
自
力
で
着
脱
で

き
る
シ
リ
ン
ダ

ク
イ
ッ
ク
ド
ロ

ー

を
装
備
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
ク
レ
ー
ン
組
み

立
て
用
の
補
助
ク

レ
ー
ン
が
小
型
化

で
き
、
他
の
組
立

作
業
が
同
時
進
行
で
き
る
こ

と
で
、
よ
り
効
率
的
に
作
業

が
行
え
る
。

　
本
体
は
ラ
イ
ト
グ
レ
ー
と

ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
た
カ
ラ

ー
リ
ン
グ
に
一
新
し
、
直
線

的
な
ラ
イ
ン
が
折
れ
、
分
岐

し
他
の
ラ
イ
ン
と
交
差
す
る

様
で
、
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
機

動
性
と
動
き
の
力
強
さ
を
表

現
し
た
。
ま
た
新
型
キ
ャ
ブ

を
搭
載
し
、
ド
ア
を
ス
ラ
イ

ド
式
に
し
た
こ
と
で
乗
り
降

り
の
際
の
安
全
性
が
向
上
し

た
。
運
転
席
内
部
も
見
直

し
、
モ
ニ
タ
ー
周
り
を
小
型

化
す
る
こ
と
で
足
元
ス
ペ
ー

ス
を
拡
大
。
左
右
コ
ン
ソ
ー

ル
デ
ザ
イ
ン
も
変
更
す
る
こ

と
で
、
運
転
席
内
の
居
住
性

を
高
め
た
。

堀
場
製
作
所

エンジン排ガス測定装置ＭＥＸＡ―ＯＮＥ／統合計測プラットフォームＨＯＲＩＢＡＯＮＥＰＬＡＴＦＯＲＭ
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堀
場
製
作
所
は
自
動
車
メ

ー
カ
ー
の
開
発
現
場
で
使
わ

れ
る
エ
ン
ジ
ン
排
ガ
ス
測
定

機
器
な
ど
、
世
界
各
国
の
排

ガ
ス
規
制
に
対
応
し
た
製
品

を
い
ち
早
く
投
入
。
現
在
で

は
排
ガ
ス
計
測
だ
け
で
な
く

エ
ン
ジ
ン
出
力
を
タ
イ
ヤ
に

伝
え
る
駆
動
系
の
試
験
や
ブ

レ
ー
キ
の
試
験
な
ど
、
「
自

動
車
試
験
評
価
装
置
」
と
組

み
合
わ
せ
た
自
動
車
開
発
全

体
に
対
す
る
各
種
計
測
シ
ス

テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
そ

し
て
最
先
端
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車

Ｈ
Ｖ

や
電
気
自
動

車

Ｅ
Ｖ

な
ど
車
両
全
体

を
精
密
に
制
御
す
る
車
両
開

発
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
近
年
の
排
ガ
ス
測
定
は
測

定
対
象
や
項
目
、
手
法
が
多

様
化
・
高
度
化
。
Ｈ
Ｖ
で
の

エ
ン
ジ
ン
と
モ
ー
タ
ー
の
バ

ラ
ン
ス
効
率
の
よ
い
制
御
な

ど
、
市
場
要
求
も
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
同
社
は

「
エ
ン
ジ
ン
排
ガ
ス
測
定
装

置
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ａ
―
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
シ

リ
ー
ズ
、
お
よ
び
「
統
合
計

測
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｈ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｔ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
」
を
開
発
し

た
。
こ
れ
ら
は
実
験
室
に
並

ぶ
エ
ン
ジ
ン
ダ
イ
ナ
モ
メ
ー

タ
ー
や
駆
動
系
テ
ス
ト
装
置

な
ど
「
自
動
車
試
験
評
価
装

置
」
と
「
排
ガ
ス
測
定
機

器
」
と
の
連
携
を
強
化
し
、

ま
る
で
一
つ
の
機
器
で
あ
る

か
の
よ
う
に
、
同
じ
操
作
画

面
で
運
用
・
管
理
で
き
る
新

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ａ
―
Ｏ
Ｎ
Ｅ
シ
リ

ー
ズ
は
、
従
来
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
襲
。
外

部
と
の
配
管
・
配
線
、
基
本

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
前
面
か
ら

行
う
「
フ
ロ
ン
ト
ア
ク
セ

ス
」
を
実
現
し
、
架
台
側
面

・
背
面
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス

ペ
ー
ス
が
不
要
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
装
置
据
え
付

け
の
た
め
の
実
質
的
占
有
面

積
が
削
減
さ
れ
、
装
置
レ
イ

ア
ウ
ト
の
自
由
度
が
格
段
に

向
上
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
作

業
性
も
大
幅
に
向
上
さ
せ
た

こ
と
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間

が
短
縮
さ
れ
、
現
場
で
の
稼

働
率
が
向
上
し
た
。

　
ま
た
使
用
部
品
の
一
つ
ひ

と
つ
に
至
る
ま
で
厳
選
し
て

採
用
。
さ
ら
に
「
自
動
調
整

機
能
」
「
自
己
診
断
機
能
」

を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
予
期

せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
発
生
を
最
小

限
に
お
さ
え
る
こ
と
に
成
功

し
た
。

　
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
　
Ｏ
Ｎ
Ｅ

　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
は
、

あ
ら
ゆ
る
測
定
設
備
・
機
能

と
の
統
合
を
前
提
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
統
合
計
測
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
制
御
さ
れ
る
個

々
の
装
置
で
あ
る
「
デ
バ
イ

ス
」
と
「
シ
ス
テ
ム
全
体
」

を
扱
う
画
面
を
明
確
に
区
別

し
た
革
新
的
な
画
面
構
成
に

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
デ

バ
イ
ス
」
を
操
作
し
な
が

ら
、
同
時
に
「
シ
ス
テ
ム
全

体
」
の
状
態
を
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
画
像
操
作
環
境

Ｇ
Ｕ

Ｉ

は
、
測
定
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
流
れ
を
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
・
測
定
装
置
、
試
験
目
的

の
各
視
点
か
ら
徹
底
的
に
分

析
し
、
開
発
し
た
。
日
常
操

作
の
自
動
化
、
接
続
装
置
の

状
態
表
示
、
ア
ラ
ー
ム
機
能

な
ど
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
も

充
実
さ
せ
た
。

【
開
発
者
の
声
】

　
当
社
の
エ
ン
ジ
ン
排
ガ
ス

測
定
機
器
は
、
世
界
シ
ェ
ア

％

当
社
調
べ

の
デ
フ

ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

事

実
上
の
標
準

と
し
て
時
代

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
歴
史
を

持
つ
。

　
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
で
は
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
信
頼

感
の
訴
求
を
意
識
。
内
在
す

る
技
術
と
誇
り

を
張
り
の
あ
る

前
面
曲
面
で
表

現
。
一
目
で
強

い
印
象
を
与
え

る
造
形
を
生
産

量
に
妥
当
な
製

造
方
法
と
コ
ス

ト
で
実
現
す
る

こ
と
に
腐
心
し

た
。

　
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
／
Ｇ
Ｕ
Ｉ
で

は
「
統
合
計
測

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
と
し
て
複
数
の
装
置

を
一
つ
の
装
置
の
よ
う
に
統

合
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
か

ら
こ
そ
「
シ
ス
テ
ム
全
体
が

わ
か
り
や
す
い
画
面
構
成
」

と
「
直
観
的
な
操
作
性
」
な

ど
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー
向
上

を
重
視
。
多
く
の
情
報
や
ボ

タ
ン
が
必
要
な
Ｇ
Ｕ
Ｉ
に
お

い
て
、
「
個
々
の
装
置
」
を

操
作
し
な
が
ら
「
シ
ス
テ
ム

全
体
」
の
状
態
を
並
行
し
て

確
認
で
き
る
よ
う
に
表
示
と

操
作
の
領
域
を
明
確
に
区
別

し
、
操
作
ボ
タ
ン
は
「
わ
か

り
や
す
い
ア
イ
コ
ン
と
文
字

の
併
記
」
と
「
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
と
マ
ウ
ス
い
ず
れ
で
も
操

作
し
や
す
い
配
置
」
に
す
る

な
ど
産
業
機
器
と
し
て
の
デ

ザ
イ
ン
に
留
意
し
た
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月２５日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）


